
能
登
半
島
地
震
、
羽
田
空
港
の

衝
突
事
故
と
心
痛
む
年
初
め
で
し

た
。被

災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
前
か
ら
珠
洲
市
で
は
群
発

地
震
が
続
い
て
い
た
の
に
耐
震
対

策
が
遅
れ
、
国
の
責
任
も
重
大
。

甚
大
な
被
害
で
被
災
地
の
み
な

さ
ん
は
、
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
か
・
・
・
・
。

イ
ン
フ
ラ
復
旧
、
災
害
関
連
死
、

女
性
が
困
っ
て
い
な
い
か
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
の
災
害
対
策
は
重
要
。

伝
統
産
業
や
観
光
、
生
業
と
街

の
復
興
も

迅
速
で
厚
い
支
援
を

望
み
ま
す
。

地
震
直
後
に
北
陸
電
力
と
政
府

は
「
志
賀
原
発
異
常
な
し
」
と
し

た
が
、
外
部
電
源
の
一
部
使
用
不

能
や
油
漏
れ
な
ど
の
重
大
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
た
。
も
し
再
稼

働
し
て
い
た
ら
ど
ん
な
惨
事
に
な
っ

て
い
た
か
！

ま
た
、
珠
洲
市
で
は
20
年
前
ま

で
原
発
建
設
を
め
ぐ
り
住
民
を
二

分
し
た
闘
い
が
あ
っ
た
。
珠
洲
原

発
計
画
は
、
関
西
・
中
部
・
北
陸

の
電
力
３
社
が
一
九
七
六
年
に
大

型
原
発
構
想
を
発
表
。
地
域
で
、

反
対
運
動
を
粘
り
強
く
続
け
、
二

〇
〇
三
年
に
計
画
を
凍
結
さ
せ
た
。

そ
の
原
発
予
定
地
は
、
今
回
の

地
震
で
道
路
が
寸
断
、
孤
立
、
地

盤
が
数
㍍
隆
起
し
た
。
「
あ
の
時
、

原
発
を
止
め
て
よ
か
っ
た
」

自
民
党
は
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

の
名
で
企
業
・
団
体
献
金
を
集
め
、

巨
額
の
裏
金
を
つ
く
っ
て
き
た
。

国
民
は
、
派
閥
の
解
散
や
政
治

資
金
報
告
書
の
訂
正
で
終
わ
ら
せ

ず
、
裏
金
の
疑
惑
を
徹
底
究
明
、

企
業
団
体
献
金
の
禁
止
、
金
権
政

治
を
や
め
る
こ
と
こ
そ
望
ん
で
い

る
。中

村
雅
子
桜
美
林
大
学
教
授
の

「
せ
ん
せ
い
と
子
ど
も
に
笑
顔
と

ゆ
と
り
を
」
と
題
し
た
講
演
と
教

員
不
足
、
給
食
無
償
化
、
夜
間
定

時
制
、
な
ど
10
の
分
野
か
ら
の
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
た
。
集
会
へ
の
ご
協

力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
で
春
が
生
ま
れ
て
る

ど
こ
か
で
水
が
流
れ
出
す

ど
こ
か
で
雲
雀
が
啼
い
て
い
る

ど
こ
か
で
芽
の
出
る
音
が
す
る

山
の
三
月
東
風
吹
い
て

ど
こ
か
で
春
が
生
ま
れ
て
る

（
百
田
宗
治
詞
・
草
川
信
曲
）

『
一
九
二
二
年
七
月
一
五
日
、

日
本
共
産
党
が
創
立
。
そ
れ
を

知
っ
た
百
田
宗
治
は
、
計
り
知
れ

な
い
感
動
を
受
け
、
し
か
し
、
さ

り
げ
な
い
童
謡
と
し
て
、
そ
の
思

い
を
歌
い
ま
し
た
。
天
皇
制
軍
国

主
義
の
冬
の
時
代
に
党
の
創
立
は
、

ま
さ
に
待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ

だ
っ
た
の
で
す
』
（
世
退
教
歌
の

サ
ー
ク
ル
冊
子

原
文
通
り
）

み
ん
な
の
声
を
大
き
く

力
合
わ
せ
て
温
か
な
春
を

【
余
田

た
け
子
】
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東
京
都
退
職
教
職
員
協
議
会

千
代
田
区
二
番
町
一
二
の
一

エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
・
都
教
組
内

℡
（
三
二
三
〇
）
三
八
九
一
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湧
水

春
を
呼
び
ま
し
ょ
う

原
発
は
直
ち
に
廃
炉
！

裏
金
づ
く
り
真
相
究
明
を

東
京
「
教
育
集
会
」
開
催

（
２
月
３
日
）

岸
田
内
閣
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

事
戦
略
に
従
属
加
担
し
て
、
中
国

包
囲
網
の
一
員
と
し
て
軍
事
大
国

化
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
▼

東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
な
い
地
域
に

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

危
険
な
戦
争
準
備
を
阻
止
す
る
上

で
、
今
、
東
ア
ジ
ア
の
新
し
い
平

和
の
流
れ
が
発
展
し
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
▼
そ

れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
が
首
脳
会
議
で
採

択
し
て
い
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン

ド
太
平
洋
構
想
」
で
す
▼
日
本
国

憲
法
は
前
文
で
「
平
和
を
愛
す
る

諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し

て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保

持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
こ
の
前
文
が
あ
っ
て

憲
法
9
条
の
「
戦
争
放
棄
と
戦
力

及
び
交
戦
権
の
否
認
」
が
あ
る
の

で
す
▼
日
本
国
前
文
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
が
中
心
に
な
っ
て
構
築
す
る
東

ア
ジ
ア
平
和
地
帯
の
中
で
輝
き
を

放
ち
ま
す
▼
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
イ
ン

ド
太
平
洋
に
ま
た
が
る
東
ア
ジ
ア

平
和
地
帯
の
構
築
に
乗
り
出
し
て
、

平
和
で
、
紛
争
が
な
く
、
国
と
人

民
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
今
こ
そ
、

憲
法
9
条
の
精
神
と
共
鳴
す
る
、

こ
の
壮
大
な
事
業
に
参
加
す
べ
き

で
す
▼
憲
法
9
条
に
基
づ
く
対
話

と
協
力
の
外
交
努
力
を
！（

松
井
）

ラファへの攻撃をやめろ！パレスチナに平和と自由を

戦争をしない、させない 教え子を再び戦場に送るな



6
月
２
０
日
告
示
、
７
月
７

日
投
開
票
で
東
京
都
知
事
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
度
の
都
知

事
選
は
、
子
ど
も
と
教
育
に
携

わ
っ
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、

東
京
の
教
育
を
と
り
も
ど
す
た

め
の
選
挙
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。１

９
６
７
年
４
月
、
東
京
に

都

民
が
主
人
公
の

革
新
都
政

（
美
濃
部
亮
吉
都
知
事
）
が
誕

生
し
ま
し
た
。
60
年
近
く
も
前

の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
の

３
期
12
年
、
都
政
の
な
か
で
切

り
ひ
ら
か
れ
た
先
駆
的
な
施
策

は
全
国
の
自
治
体
の
指
標
と
な

る
と
と
も
に
、
国
政
に
も
衝
撃

を
与
え
、
全
国
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と

革
新
自
治
体
が
誕
生
す
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
教
職
員
か
ら
は
「
東

京
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、

東
京
の
教
育
は
憧
れ
の
的
で
し

た
。
「
15
の
春
を
泣
か
せ
な
い
」

と
、
都
立
高
校
の
増
設
（
47
校
）

や
定
時
制
高
校
の
拡
充
が
進
ん

だ
の
も
革
新
都
政
だ
か
ら
で
き

た
こ
と
で
す
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
も
財
政

支
援
を
お
こ
な
い
教
室
不
足
、

体
育
館
未
設
置
を
解
消
し
ま
し

た
。
私
学
助
成
の
実
現
や
障
害

者
教
育
も
飛
躍
的
に
前
進
し
、

１
９
７
４
年
度
に
は
障
害
者
の

希
望
者
全
員
入
学
が
実
現
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
東
京
の
教
育
は

全
国
の
指
標
に
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
１
９
９
９
年
の
石
原

都
政
誕
生
か
ら
小
池
都
政
に
至

る
ま
で
、
東
京
で
は
競
争
と
管

理
の
教
育
が
推
し
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
の
子

ど
も
と
教
職
員
は
疲
弊
し
き
っ

て
い
ま
す
。

「
東
京
か
ら
憲
法
を
変
え
る
」

と
宣
言
し
た
石
原
都
政
は
、
都

教
委
の
基
本
方
針
か
ら
「
憲
法

及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
に
基

づ
き
」
と
い
う
文
言
を
削
り
、

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
強
制
、

特
別
支
援
学
校
の
性
教
育
実
践

へ
の
弾
圧
、
全
都
一
斉
学
力
テ

ス
ト
、
特
定
教
科
書
の
押
し
付

け
、
教
職
員
の
階
層
化
と
成
績

昇
給
制
度
な
ど
、
権
力
に
よ
る

教
育
の
統
制
に
よ
り
東
京
の
教

育
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。

ま
さ
に
石
原
知
事
の
言
う
「
破

壊
的
な
教
育
改
革
」
で
す
。
革

新
都
政
で
築
き
上
げ
た
、
全
国

の
最
高
水
準
を
誇
っ
た
東
京
の

教
育
は
ま
さ
に
「
破
壊
」
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。
全
国
の
教
職

員
か
ら
、
「
東
京
み
た
い
に
は

な
り
た
く
な
い
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
所
以
で
す
。

小
中
学
校
で
も
、
学
校
選
択

制
度
、
「
学
力
向
上
」
施
策
、

小
中
一
貫
校
、
学
校
統
廃
合
な

ど
、
多
様
な
「
教
育
改
革
」
が

競
い
合
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
「
教
育
の
機
会
均

等
」
「
教
育
の
無
償
」
の
実
現

に
逆
行
す
る
「
教
育
改
革
」
で

す
。小

池
都
政
も
石
原
都
政
を
継

承
し
、
私
た
ち
の
願
い
に
逆
行

す
る
教
育
政
策
を
す
す
め
、
定

時
制
高
校
の
廃
止
や
高
校
入
試

へ
の
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス

ト
導
入
な
ど
、
学
校
現
場
を
混

乱
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
今
度
の
都

知
事
選
挙
は
、
教
育
が
東
京
の

子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
に
ど

う
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
が
問
わ
れ
て
い
る
選
挙
だ

と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

東
京
に
お
け
る
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
実
現
と
小
池
都
政
の
転

換
を
目
的
と
し
て
「
呼
び
か
け

人
会
議
」
（
浜
矩
子
、
五
十
嵐

仁
、
永
山
和
利
の
３
氏
が
代
表

世
話
人
）
が
起
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
一
昨
年
の
10
月

に
、
東
京
都
知
事
選
挙
で
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
実
現
さ
せ
小

池
都
政
の
転
換
を
め
ざ
す
「
２

０
２
４
年
都
知
事
選
挙
ス
タ
ー

ト
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
、
昨
年
末
に
「
２
０
２
４

年
都
知
事
選
を
市
民
と
野
党
で

た
た
か
う
都
民
集
会
実
行
委
員

会
」
が
結
成
さ
れ
、
今
年
１
月

24
日
に
は
「
ど
う
す
る
東
京
、

変
え
よ
う
都
政
！
２
０
２
４
キ
ッ

ク
オ
フ
」
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。集

会
で
は
、
立
憲
民
主
、
日

本
共
産
党
、
社
民
党
な
ど
の
６

野
党
が
決
意
表
明
、
15
の
市
民

団
体
な
ど
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

小
池
都
政
の
転
換
を
訴
え
ま
し

た
。さ

ら
に
２
月
８
日
、
市
民
と

野
党
で
候
補
者
を
選
定
し
よ
う

と
、
各
地
で
市
民
運
動
を
取
り

組
む
人
た
ち
や
野
党
各
党
の
代

表
が
一
堂
に
会
し
て
「
第
１
回

候
補
者
選
定
委
員
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
知
事
選
を
た
た
か
う
中
で
、

こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

7
月
７
日
の
都
知
事
選
ま
で
、

残
さ
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
で
す

が
、
東
京
の
教
育
を
私
た
ち
の

手
に
取
り
戻
す
動
き
が
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
る
こ
と
も
確
か
で

す
。こ

れ
以
上
、
東
京
の
子
ど
も

と
教
職
員
を
苦
し
め
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
東
京
の
教
育

を
も
う
一
度
私
た
ち
の
手
に
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

（
工
藤

芳
弘
）
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全
沖
縄
退
職
教
職
員

連
絡
協
議
会
（
全
沖
退
教
）

宮
城

達

都
退
教
の
皆
様
！
日
頃
か
ら

の
沖
縄
の
闘
い
へ
の
熱
き
ご
支

援
に
感
謝
致
し
ま
す
。

心
か
ら
の
連
帯
と
友
情
の
挨

拶
を
送
り
ま
す
。

16
歳
で
護
郷
隊
（
少
年
ゲ
リ

ラ
隊
）
に
招
集
さ
れ
た
兄
が
、

負
傷
し
軍
医
に
射
殺
さ
れ
、
戦

後
ど
く
ろ
と
な
っ
て
帰
っ
た
来

た
時
の
母
の
姿
を
、
弟
の
高
江

洲
義
一
さ
ん
が
詠
ん
だ
句
で
す
。

「
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
地
獄
を

集
め
た
」
と
言
わ
れ
る
沖
縄
戦

で
は
こ
の
よ
う
な
光
景
が
幾
度

と
な
く
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、

80
年
近
く
た
っ
て
も
万
感
の
思

い
で
、
絶
対
に
再
現
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
新
た
な
決
意

が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

県
民
の
思
い
は
、
子
ど
も
や

孫
た
ち
へ
の
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な

い
「
平
和
な
島
」
沖
縄
へ
の
バ

ト
ン
で
す
。

昨
年
来
の
、
南
西
諸
島
の
軍

事
要
塞
化
の
急
速
な
波
は
、
つ

い
に
自
衛
隊
や
米
軍
車
両
の
白

昼
市
街
地
の
堂
々
の
走
行
、
制

服
姿
の
自
衛
隊
員
の
隊
列
行
軍

な
ど
、
ま
る
で
「
戦
争
」
の
様

相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
県
民
は
知
事
、

行
政
、
議
会
、
市
民
こ
ぞ
っ
て

大
き
な
反
撃
で
応
え
、
そ
の
第

１
弾
が
11
月
23
日
の
万
余
の
県

民
平
和
大
集
会
で
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
、
出
店
、
ブ
ー

ス
、
子
ど
も
が
作
る
巨
大
ア
ー

ト
（
ス
イ
ミ
ー
バ
イ
）
な
ど
若

者
、
家
族
、
市
民
が
気
楽
に
参

加
で
き
る
画
期
的
な
取
り
組
み

に
な
り
ま
し
た
。

集
会
の
要
求
は
唯
々
「
軍
事

で
は
な
く
対
話
と
交
流
で
の
世

界
、
東
ア
ジ
ア
で
の
平
和
」
で

す
。
知
事
、
副
知
事
も
中
国
、

台
湾
、
韓
国
に
出
向
き
、
要
人

等
と
「
万
国
津
梁
の
島
」
と
し

て
の
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
平
和

外
交
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

１
月
10
日
、
政
府
・
防
衛
局

は
知
事
の
権
限
を
奪
い
、
地
方

自
治
を
破
壊
す
る
「
代
執
行
」

で
の
大
浦
湾
側
の
埋
め
立
て
を

強
行
し
、
石
材
を
投
入
し
ま
し

た
。知

事
は
「
丁
寧
な
説
明
と
は

到
底
真
逆
の
、
極
め
て
粗
雑
な

対
応
が
さ
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
」
と
糾
弾
の
声
を
あ
げ
、

11
日
の
京
都
の
講
演
で
も
「
工

事
は
絶
対
に
完
了
で
き
な
い
！
」

と
断
言
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
も
即
座
に

12
日
、
１
０
０
０
名
の
参
加
で

「
代
執
行
埋
め
立
て
を
許
さ
な

い
県
民
集
会
」
を
現
地
で
行
い

即
時
中
止
を
要
求
し
ま
し
た
。

辺
野
古
ぶ
る
ー
（
カ
ヌ
ー
隊
）

も
果
敢
に
海
で
の
抗
議
行
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

政
府
が
ど
ん
な
手
段
に
出
よ

う
と
も
県
民
や
知
事
の
意
思
を

「
埋
め
立
て
る
」
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
闘
い
は
決
し
て
屈
す

る
こ
と
な
く
、
ひ
る
む
こ
と
な

く
建
設
ス
ト
ッ
プ
ま
で
継
続
さ

れ
ま
す
。

全
沖
退
教
は
小
さ
な
組
織
で

主
な
行
動
は
沖
教
組
那
覇
支
部

と
共
同
す
る
知
事
選
、
衆
議
院

選
（
１
区＝

赤
嶺
政
賢
）
の
選

挙
戦
や
、
教
研
集
会
へ
の
参
加

な
ど
が
中
心
で
す
が
、
会
員
は

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
辺
野
古
座

り
込
み
、
自
治
会
会
長
（
３
名
）

な
ど
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

都退教だより №３５３． ２０２４．３．１

３

『
終
戦
や

慟
哭
の
母

ど
く
ろ
抱
き
』
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【
訃
報
】
（
敬
称
略
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

・
足

立

萩
原

勇
夫

・
足

立

大
倉

邦
夫

・
足

立

関

司
明

・
大

田

根
木
谷

サ
チ
子

・
北

東

宮
崎
芙
美
子

４

北多摩東退教は、2013年以降「福島を忘れない」を合言葉に 6回の福島への旅行を重ねてき

ました。 今回は、７回目です。忘れないフクシマ、一度は行きたいフクシマ、そして頑張って

いるフクシマ、春・３月の福島を訪ねませんか。

◆主な見学場所：宝鏡寺（ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館 原発悔恨

伝言の碑）ＮＰО法人いわき放射能市民測定室たらちね アウシュヴィッツ平和博物館 他

◆現地ガイド：丹治杉江さん（非核の火、伝言館の管理責任者 汚染海洋水流出差し止め裁判原告団事務局長）

〇地域退教は違っていても「いつまでも私たちは仲間」、昔の友に出会えるかもしれません。

ぜひ、参加してみませんか！？

〇申し込みは 小久保光代（北東退教）へ

〒204-0003清瀬市中里 4－806－15 携帯：090－1842－7792 FAX：042－457－8216

あの日から１３年目の福島へ・・福島応援・一泊旅行のお誘い

◆ 日時：３月２７日（水）～ ２８日（木）

全退教ボイスアクションはがき提出行動のご案内

都退教各地域からの積極的な参加を呼びかけます（交通費は都退教負担）

◆日時：３月１９日（火）１１時～１４時 東京駅へ移動 宣伝行動

◆院内集会会場：衆議院第２議員会館 多目的室（１４０人）

はがきは全国から 4000通を超えたそうです。これを11時から院内

集会で提出します。その後、東京駅で宣伝行動を行う計画です。

全国から参加する仲間と集会を成功させ、連帯を強めましょう。

暑かったり寒かったり雪が降ったりと、体調管理が大変です。岸田政権の国民無視の悪政に怒

りがおさまりませんね。大事な相談、お願いがあります。ここはじっくり構え、新しい年度のスター

トを切りましょう。あわただしい中ですが、各退教とも代表者の出席をおねがいします。複数参加

歓迎です。

● 日時：４月１７日(水）午後２時～４時
● 会場：エデュカス東京 ４Ｆ都教組会議室
● 内容 余田会長あいさつ 都教組木下委員長あいさつ・子どもと教育をめぐる情勢

○活動の交流 ・会員増やしをはじめ、春の退教活動の交流

・平和・教育・くらしを守るとりくみ、ボイスアクション等の交流

○役員会から ①２４年度の全退教ツアー・関東甲Ｂ学習交流集会について

実施期日 １１月５（火）／６（水）／７（木）

計画の概要について・ご協力のお願い

②２５年度の都退教結成５０周年行事の準備について

○代表者会終了後第１回実行委員を開催

※各地域からの実行委員登録を３月中までにお願いしています。

※活動交流用の「地域退教たより」を５０部お願いします。

郵送はいつも通り前日までに 〒102‐0084 千代田区2番町12-１ 都教組気付

2023年 都退教 第２回地域代表者会ご案内


